
陸上自衛隊第１２音楽隊コンサート in 玉村町

玉
村
町
、
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
開
場
前
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
開

か
ら
は
、
感
動
の
大
拍
手
が
音
楽
隊
に
贈
ら
れ
、
大
盛
況
の
ま
ま
終
演
と
な
っ
た
。

ォ
ー
カ
ル
阿
久
澤
３
等
陸
曹
に
よ
る
「
ど
こ
ま
で
も
〜
Ｈ
Ｏ
Ｗ 

Ｆ
ａ
ｒ 

Ⅰ’

ｌ
ｌ

し
た
。
演
奏
終
了
後
に
は
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
と
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
、
こ
れ
か
ら

い
た
。

さ
れ
、
幅
広
い
年
代
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
女
性
ヴ

画
の
放
映
や
災
害
派
遣
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
。

演
奏
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
「
ス
ピ
リ
ッ
ト　

オ
ブ　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
」
か
ら

催
を
楽
し
み
に
待
ち
わ
び
た
多
く
の
来
場
者
と
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
て

始
ま
り
、
吹
奏
楽
曲
や
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
様
々
な
曲
が
選
曲

Ｇ
ｏ
」
で
は
、
会
場
に
響
き
渡
る
美
し
く
も
儚
い
歌
声
が
来
場
者
全
員
の
心
を
魅
了

だ
け
で
な
く
最
近
の
曲
も
多
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
。」「
ず
っ
と

て
い
く
。

を
い
た
だ
い
た
。

て
、
自
衛
隊
の
幅
広
い
活
動
と
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
募
集
基
盤
の
拡
充
に
努
め

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
所
長　

２
等
陸
尉　

土
屋　

章
）

～心揺さぶる音楽の力～
２等陸曹　武井　健司

音
楽
隊
の
演
奏
を
聴
き
た
か
っ
た
の
で
今
回
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。」
等
の
感
想

訪
れ
る
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
「
古
代
砲
兵
中
隊
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場

来
場
者
か
ら
は
、「
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。」「
ク
ラ
シ
ッ
ク

前
橋
募
集
案
内
所
で
は
、
部
隊
・
地
域
社
会
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、「
自
衛
官
募
集
ブ
ー
ス
」
を
設
置
し
、
募
集
動

は
、
令
和
７
年
１
月
26
日
、
玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
第

音
楽
隊
（
隊
長　

１
等
陸
尉　

富
田　

淳
子
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
支
援
し
た
。
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